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新たなValueを創出する
ネットワーク

下條真司

大阪大学

b i o g r i d 
p r o j e c t
Cons truc tion  o f  a Super computer 
N e t w o r k

◆Current Network for Biogrid Project

●母子保健医療Ｃ

●京都府立大学

つくば

東京

●←千里ﾗｲﾌｻｲｾﾝｽＣ

彩 都

播磨科学公園都市

●大阪市立大学

●大阪府立大学

●研究成果活用プラザ

●京都大学

●成人病Ｃ

●←大阪ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究所

名古屋

ギガビットネットワーク

●尼崎TREC●
国循センター●

●府立産技総研究所

●Spring-８

●神戸大学
●先端医療Ｃ
●理化学研究所

● 医薬基盤技術研究施設
● 大阪大学

●

●

工技院
ＢＥＲＩ

●母子保健医療Ｃ

●京都府立医科大学

つくば

東京

●←千里ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽＣ

●大阪市立大学

●大阪府立大学

●研究成果活用プラザ

●京都大学

●成人病Ｃ
名古屋

バイオ情報ハイウェイ

●尼崎TREC●

●府立産業技術総合研究所

＜バイオ情報ハイウェイの有用性＞
◆大量の未知遺伝子・タンパクの同時解析
◆省庁横断的な関連機関の連携運営
◆バイオベンチャー育成への貢献
◆広範囲なユーザーによる利用
◆関連知的所有権の本邦への確保
◆世界に通用する新規医薬・治療産業創出

●神戸大学

●先端医療Ｃ
●理化学研究所

●

産業技術総合研究所
関西Ｃ

ＢＥＲＩ

SAITO（International Culture & Park City）
大阪大学や医薬基盤技術研究施設（厚生労
働省）などの遺伝子機能解析等により、府内

み、医薬品関連産業や遺伝子産業（遺伝子解
析機器等）群が形成。

Keihanna (Science and Industrial Park City)
奈良先端科学技術大学院大学や情報関連研

究施設などにより、バイオインフォーマテッ
クなどバイオ情報関連産業群が形成。

Harima Science Park City
ＳＰｒｉｎｇ－８により、たんぱく質の構
造解析などが進み、生命科学・医療等の幅広
い分野の研究に活用され、遺伝子機能解析関
連産業群が形成。

Kobe Medical Industrial City
理化学研究所発生・再生総合研究センターや
テッシュエンジニアリングセンターなどの再生
医療研究等により、人工細胞など再生医療関連
産業群が形成。

（研究開発用超高速ネットワーク）

●SPring-８
● 医薬基盤技術研究施設
● 大阪大学国立循環器病Ｃ ●

●

● 奈良先端科学技術大学院大学

●母子保健医療総合Ｃ

関西のバイオポテンシャル
○医療製品産業のシェア（H10）
（医薬品・出荷額・医療器具）
・生産額 １７．９％ ・出荷額 ２４．６％

・製造所数 ２６．５％
○バイオﾒﾃﾞｨｶﾙ関連の研究機関数 ２９０箇所
・大学等研究機関 １３９箇所
・公的研究機関（公国立、財団） ３６箇所
・企業研究所 １１５箇所
○医薬製剤関連の特許出願者数(H10.1)

２０．５％（８５名）
○バイオベンチャーの事業環境等
・ﾍﾞﾝﾁｬｰｷｬﾋﾟﾀﾙ数 １０．６％（１１社）

・ﾊﾞｲｵｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ企業数 １９．６％（２７社）
【出典：（財）関西産業活性化C、（財）バイオインダスト
リー協会報告書より】

新産業支援Ｃ(仮称)
【インキュベータ施設等】

通信総合研究所
関西先端研究Ｃ ●

日本原子力研究所
●関西研究所
● 国際高等研究所

●←大阪ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究所

の医薬品会社等との連携による創薬研究が進
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b i o g r i d 
p r o j e c t
Cons truc tion  o f  a Super computer 
N e t w o r k

◆
•文部科学省 ITプログラム「e-scienceプロジェクト」の一つ
•生命科学（医学・生物学など）分野におけるＩＴ応用研究を推進するため、大阪大学サイバーメディ
アセンターを核として、高度な計算資源とネットワークを利用する基盤環境とソフトウェアをグリッド
上に構築する。

•生命科学とＩＴ分野を結ぶ架け橋となる人材を育成する。
•国立研究期間、民間企業、国際機関との連携を通じて、スピードの速い開発を行う。
•これらの基盤環境とソフトウェアにより関西における関連機関の連携を強化し、in silico創薬の可
能性を開くとともに我が国の国際競争力の強化をねらう。

•コンピューティンググリッドとデータグリッドの融合を生命科学分野に特化して行う

Pharmaceutical Industry

www.biogrid.jp
BioGrid networ

b i o g r i d 
p r o j e c t
Cons truc tion  o f  a Super computer 
N e t w o r k

スーパーコンピュータネットワークの構築 (BioGrid Project)

IT企業

彩都ライフ
サイエンス
パークセンター

国立遺伝学
研究所

大阪大学大学院
理学研究科

神戸大学理学部

奈良先端科学
技術大学院大学

大阪大学遺伝
情報実験センター

蛋白質研究
奨励会

医薬基盤技術
研究施設

神戸医療
産業都市

San Diego
Supercomputer
Center (USA)

国家高速電脳
中心 (台湾)

製薬企業

Nanyang Technological
University (Singapore)

生物分子
工学研究所

京都大学
化学研究所

高輝度光科学
研究センター

大阪大学超高圧
電子顕微鏡センター

大阪大学サイ
バーメディアセン
ター

大阪大学
蛋白質研究
所

大阪大学大学
院
情報科学研究
科

産業技術総合
研究所

日本原子力
研究所

大阪大学大学院
情報科学研究科

大阪大学大学院
医学系研究科

ITプログラム 「スーパーコンピュータネットワークの構築」

ネットワーク上に分散した観測装置や巨大データベース、プログラムを異なるグリッド環境下で連携させ安全かつ統合的にアクセ
スするためのデータグリッド技術を開発する。今後急伸するバイオ・メディカル分野を対象にし、これまで両立が困難であった大量
かつ複雑なデータ処理と高精度のデータ処理をグリッド技術により解決するとともに、研究成果の産業活用にも取り組む。

プロジェクトリーダー
大阪大学サイバーメディアセンター
下條真司教授

目
標

こ
れ
ま
で
の
実

績

平
成
17
年
度
目
標

研究開発成果

産業界への普及・連携

日本の

競争力強化
国際会議等での提案

NPO法人を介した産学連携 標準化の推進（BMSML等）

世界初のグリッドによる蛋白質化合物相
互作用検索システムを構築し、11種の異
分野データベースの連携を実現。

世界最高水準の精度と効率性とスケーラ
ビリティを兼ね備えたシミュレーションシス
テムをグリッドにより実現。

異なるアプリケーションを統合し、連成計
算を行う仕組みBioPfugaを提案。プログラ
ム間で交換するデータの標準化仕様
BMSMLとともに世界に先駆け提唱。

高性能解析装置（SPring-8等）をグリッド
網へ接続し、遠隔のよる操作やデータ収
集を可能にするシステムを開発。

グリッド上での安全なファイル共有技術を
開発、オープンソースとして世界中に提供。

研究成果の普及と産学連携を行うための
枠組みとして産学共同でNPO法人を設立。

研究開発目標： 異なるスケールのバイ
オデータベース連携のためのデータモデ
ル構築と検索技術開発を中心に、生体シ
ミュレーションの精度も高め、世界最先端
のデータグリッド技術の開発を目指す。
標準化への取り組み：BMSMLの更なる改
良を進め世界をリードするとともに、国際
会議等を通じて普及を促進する。
産業界への普及：NPOを通じテストベッド
環境を構築、産業競争力強化に貢献する。 製薬企業等 ベンチャー GGF PRAGMAIT企業

グリッド技術による既存シミュレー
ションのスケーラビリティを実現

分子レベルDB
細胞レベルDB
臓器レベルDB
個体レベルDB

コンピューティンググリッド技術

マルチ
スケール
DB

高性能な解析装置の
グリッド網への接続

グリッド上での安全なファイル共有システムGSI-SFSの実現

蛋白結晶構造
Spring-8

脳磁計データ

超高圧電顕

グリッド基盤技術

異機種グリッド環境下で実行
する連成プログラムの実現

バイオ系各種データベースの
XMLによる標準化の実現

生体シミュレーションにおける
グリッド技術の実現（H17）

データグリッド技術による異種
データベース連携の枠組みの実現

分子レベルから細胞、臓器、個体
レベルまでの異なるスケールの
データベース連携のためのデータモ
デル構築と検索技術の開発（H16,17）

膨大なデータベース・シミュレーションデータ・
解析データの安全かつ効率的な統合（H18）

オンライン解析技術

データベース連携用
グリッド基盤システム
の開発（H17）

シミュレーション用
グリッド基盤システム
の開発（H17）

セキュアなグリッド環境を実現

グリッド上でのアプリケーション
連成のための標準仕様策定

解析装置からの高速データ
処理へのグリッド技術の応用

データグリッド技術

NAREGIとの連携



3

広域ネットワーク広域ネットワーク

組織A
Grid

組織B
Grid

ユーザ

データ発生源
(観測装置等)

計算資源、データの共有

大量データ転送
(数ギガバイト)処理結果可視化

ファイアウォール
ファイアウォール

ファイアウォール ファイアウォール

Gridのスケジューラ等

Job投入
job割付

ネットワークに対する配慮不足

データ転送待ち
他の処理終了待ち

輻輳発生

共有の阻害

JGN II 大阪リサーチセンター
現在の問題点とアプローチ

• 問題点
– セキュリティ

• ファイアウォールとの
親和性欠如

• 盗聴等の危険性

– 処理効率低下
• 処理の遅延、データ
転送待ちによる効率
低下

• 大量トラフィックによ
るネットワーク輻輳

• キーテクノロジ
– P2P技術や暗号技術に
よる、グリッドと親和性
の高いセキュリティ

– ネットワーク・アプリ
ケーション連携による
最適な資源割当て安全性の欠如

Remote operation

• PRIME (collaboration with NCMIR at UCSD)
– UCSD students have developed remote control system at 

Research Center for UHVEM (Osaka University)

Osaka UniversityOsaka University
JapanJapan

秋山他の御厚意による
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＜7＞

本研究課題により達成する成果：
ユビキタスネットワーク社会を実現する技術の
確立ユーザがどんな状況にあっても，適切なサービスの享受と提供が可能で，経済

活動を活性化できるユビキタス社会を構築．

→ネットワークやサービスの種別やセキュリティを意識せず，シングルサインオン

にて．

ユーザがどんな状況にあってもユーザがどんな状況にあっても，，適切適切ななサービスサービスのの享受享受とと提供提供が可能で，が可能で，経済経済

活動を活性化できるユビキタス社会を構築．活動を活性化できるユビキタス社会を構築．

→ネットワークやサービスの種別やセキュリティを意識せず，シングルサインオン→ネットワークやサービスの種別やセキュリティを意識せず，シングルサインオン

にて．にて．

移動

コンテンツ，
機能要素B

移動

A駅 B駅

状況に応じた
ナビゲーション

移動 移動

出張先

買い物

状況変動を隠蔽したサービス提供

状況・移動を踏まえたどこでも認証

シングルサインオン誰でもサービスプロ
バイダになれる

決済

コンテンツ，
機能要素A

まとめ

• 科学において実験と理論の距離が縮まっている
– 高性能な計測が可能で、大量のエビデンスが得られる
– 国際的なパートナーシップが重要

• 異機種、異プログラム間連携のためのグリッド技術
• 大規模なデータ処理技術（データグリッド技術）が重
要

• 新たな環境（モバイル、P2P)に適用できる資源制御
とネットワーク技術が必要

これらを支え、発展させるための
実証実験ネットワーク (JGN II)
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パネルディスカッション

• 新たなValueを創出するネットワーク
–各人の考え方

• JGN IIのような実証実験広域ネットワークに
求めること

–注意しなければいけないこと


